














　　　　　　　 ※ボランティアの募集地域を限
定したり、インターネットによる事前登録制の受
付を行うセンターが増えていますので、必ず事前
に被災地災害ボランティアセンターのホームペー
ジやフェイスブック等をご確認ください。











Ⅱ　被災地には行けないけれど、
　　　　　　　　　　 何か支援したい "あなた " へ
　仕事の都合がつかない、学校の試験がある、体力に自
信がない、旅費や支援に必要な用具がないなどの理由で
｢被災地には行けないのですが、私に何かできる支援活動
はないですか？｣とのお問い合わせも多くあります。
　主な活動は、次のとおりです。参考にしてください。  

　義援金は被災者へ配分され、支援金は被災地で支援
活動を行うボランティアやNPO･NGOの活動資金とし
て活用されます。
　主な窓口は、次のとおりです。
●中央共同募金会、熊本県共同募金会(各支会･分会
も可）

●日本赤十字社、日本赤十字社熊本県支部(各地区･
分区も可)

●社会福祉協議会(特にボランティア活動への支援
金)

●各報道機関など
＊家庭にある米や不用品などを地域で募集し、バザー
やフリーマーケット等で販売して義援金や支援金と
して寄付する活動やイベントなども展開されています

　被災地の農産物、畜産物、水産物、加工品等を購入
することで、被災地域の経済を支援したり活性化させ
たりすることができます。原発事故等の風評被害の防
止にも役立つ活動です。百貨店やスーパーで特設コー
ナーを設けたり、大手通信販売各社のホームページで
も特集が組まれたり様々なイベントが展開されていま
す。 

１　義援金・寄付金による支援

２　被災地の品物を買う





　ほとんどの被災地の市町村(行政)では、個人からの
物資を受け付けていません。物資の保管場所や仕分け
する人員が不足しているためです。
　勝手に送付すると｢善意｣が｢迷惑｣になりかねません。
個人物資を個別に調整するNPO法人等のホームページ
や、ツイッターに ｢哺乳ビンを３本送ってください｣
｢男性用紙オムツ、LLサイズ、大量に必要です｣｢テレビ、
冷蔵庫、洗濯機などの電化製品を譲ってください｣など
と書き込まれている場合もありますので、こちらをこ
まめにチェックしてみてください。
　千羽鶴や寄せ書きを作って送る場合も、受け取って
いただける被災地や避難所などを確認してから活動を
始めてください。
　個人ではなく、地域団体やＮＰＯ法人等の組織や団
体で取りまとめて大量に救援物資を送る場合は、次の
点にご留意ください。

１　輸送ルートの交通網が復旧しているか、今一度ご確
認ください。

２　被災地や避難所には、物資を保管するスペースが十分
に確保できないところも多く、やみくもに物資を送ると
必要のない物資が増えて、｢善意｣が｢迷惑｣になる場合も
あります。

◎要注意！『個人からの救援物資は、被災地に送れません！』
◎『災害ボランティア活動用の支援物資』の募集にご協力を！

☆物資送付の４原則☆
　①必要なものを
　②必要なところに
　③必要な時期に
　④必要な量だけ送る
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　現地が求めている物資であるかどうかを事前に必ず
確認して、募集や送付を行ってください。

３ 送料は、送り主の負担となります。着払いの送付はご
遠慮ください。

４　衣類と食料品、あるいはサイズ
や男女別のあるものを一緒に梱包
しないでください。(食料品と衣類
を一緒に梱包したり、肌着や靴下、
紙おむつなどサイズや男女別のあ
るものを一緒に梱包したりすると、
開封して仕分ける作業が必要にな
ります。) 被災地で開封して仕分
け作業をする必要がないように、
同じ品を同じサイズごとに梱包してください。
　また、梱包後は、どの面から見ても中身がわかるよ
うに、品名、サイズ、数量等を明記してください。

５　物資は、衛生面での配慮等から新品をご用意ください。
(防寒着や毛布については、クリーニングされたものであ
れば可としている被災地もあります。) 

６　冷蔵庫がない(少ない)、停電が続いているなどの理
由から、食料品は常温で長期保存可能なものに限りま
す。(腐敗する食料品や要冷蔵のものなどは送らないで
ください。賞味期限も確認して送ってください。)  

７　｢ボランティア活動用支援物資｣(スポーツドリンク、
新品のタオル、塩飴、土のう袋、
消石灰、軍手、ビニールシート、
作業用ゴム手袋、ヘルメット、
防塵マスクなど)も不足がちにな
り支援活動に支障をきたす場合
があります。
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　　災害ボランティアセンターのホームページ等に、ボラ
ンティア用物資の募集があった場合には、ご協力をお願
いします。 
　なお、外箱には｢ボランティア活動用支援物資｣と明
記して、災害ボランティアセンターにお送りください。

● マスクを着用します。
　但し、熱中症対策のため、マスクを外せる場合には、
適時マスクを外しましょう。
● 人と人の距離をできるだけ取りましょう。
　休憩時間には他のボランティアの方々との距離を空け
るなど、人と人の距離をできるだけとりましょう。
● こまめに手を洗いましょう。
  食事の前やトイレの後、作業後や屋内への出入りの際な
ど、こまめに手を洗いましょう。
　水が出ない場合はアルコール等で手を消毒しましょう。
● 接触確認アプリを活用ください。
　万が一被災地において感染者が確認された場合、迅速
に濃厚接触者を特定するため、国がリリースした接触確
認アプリを積極的に活用してください。
● 体調管理をしっかり行い、症状が出た場合は作業を控
えましょう。
　基本的に毎日検温しましょう。
　被災地で活動された日時等を記録しておき、発熱等の
症状が出た場合は作業を控え、専門機関に連絡しましょ
う。 

　新型コロナウイルス感染症対策のため、被災地で活動
する際には、次の点に留意します。
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廃棄するものでも、家族にとっては大切な思い
出のつまった物ばかりです。取り扱いには十分
配慮しましょう。
被災された方の気持ちやペースにあわせよう／お話をたっぷり聞こう／真剣さと

笑顔を織り交ぜて／塩分と休憩はしっかりとろう







〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和５年度
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